
一5一

地表およびその近傍の地質学的間風点と物理探査①

はじめに

昭和30年代のはじめはわが国の重化学工業の発展期

であって当時鉄鋼業界の設備拡張に伴う生産量の増大

にかんがみまた転炉(酸素製鋼法)の普及により塩基

性耐火物の需要が急増した.こうした客観状勢におい

て日本学術振興会の塩基性耐火物研究部会である第124

研究委員会の強い要請もあって地質調査所で昭和33年

度より特別研究としてドロマイト資源調査研究カミ実施

された.この特別研究は昭和37年度まで継続され

その後国内の鉄鋼原料調査研究という特別研究に引継が

れ対象鉱種をさらに拡大して昭和42年度まで継続され

た･この間石灰石･ドロマイト鉱床の調査研究にさい

し調査研究の精度と能率を抜本的に高める必要余あっ

て鉱石や鉱体の実態を迅速正確に把握するため現

地における迅速薄片製作法迅速分析法鉱石の組織

構造の研究のための染色法やその他関連した調査研究

方法の開発などを重点的に行なってきた淋これらに

ついてはいずれも概ね所期の成果をあげることが出来

たと考えている.

ちょうどこの頃現地での調査研究に際していくつ

かの新しい問題に遭遇した.､これらの問題とはたと

えぱ表土とは?その厚さと形態は…一鉱体申の空

洞の存否とその内容物は何であるか……等々である.

山田正春･武居由之･小林創･高橋博

(図1写真1～5)大規模に露天掘りを行なう場合は

採掘に先立って剥土を行なわねばならない1この表土

の実態および表土につ荏がる空洞の実態はきわめて把握

しがたいもので時には災害にもつ荏がる危険性をはら

んでいて地質調査地化学探査試錐次とでは必ずし

も正確に把握し得ないやっかいなものである.したカミ

ってこの解明は業界においてもきわあて切実なもので

あったし'また地表やその近傍の地質学的語間題を明ら

かにするうえにも重要抵問題をはらむものであった.

そこで昭和38年度よりこれらの諸問題につジ､てI'物

理探査カミ適用しうるであろうかという新しい研究に着手

した次第である.

かくして非金属鉱床に対する物理探査の適応性の研究

が開始され昭和38隼度より7愈年にわたって石灰石

図1石灰石鉱床の上部(B:ボｰリングP:ピット)

写真1下からみると｢表土｣はほとんど狂いようにみえるのだが

～石灰石鉱床の露頭～(葛生地区O鉱山)

写真2しかし上に登ってみると｢表土｣カ潴構厚いのに驚く'一

～ドロノ･ギ炸薬～(葛生地区A鉱山)�
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｡ドロプイト鉱床を対象に電気探査地震探査を行な

ってこの問題に取組んだのである.このうち昭和41年

度にはこの｢表土｣の問題は鉱床の上部に堆積する礫

層砂層などへと発展して行った.7ヵ年計画の終了

とともに昭和46年度から3ヵ年計画としてこの礫層

砂層に重要な関係のある堆積性の粘土･珪砂鉱床につい

て研究を継続し最近にいたっては近時注目を集めて

いるI.P.法(誘導分極法)の適脂性の研究も行なって

いる(写真7～12).さらに昭和49年度からは変質

帯の研究を行なうため熱水性を含めた粘土鉱床につい

て研究を進めて行くことにしている.

ところが最近にいたって地質調査所で進めてきたこ

れらの研究結果カミ新しく災害防止地表の環境保全

土木地質森林土木さらには一部のエコロジィｰに関

連する間題など今日的な多方面にわたる諾問題につい

て有劾な手段として利用されまた新しい可能性をも

つものとして注目されまた期待されている部門もある

荏ど時代の要請も多いのでこれを機会に以上述べて

きた種々の問題や研究縞果を要約しここに公表して関

係各位の参考に供しまた何らかの役割を果しうれぱ幸

写真3

写真4

写真3

黒土ロｰム鹿沼土ロｰムテ

ラロッサ(含フリント)の順に上か

ら層が璽抵っている.掘っている

傍の石灰石は根無しであった

～写真2の断面(葛生地区A鉱山)

写真4

地表に現われない埋まった深いドリ

ｰネがあり表土で充填されている

場合がある～採掘準備の進んだ石

灰石鉱床～(葛生地区A鉱山)

写真5正面がドロマイト鉱床その左側のピラミヅド型の山はチャｰト写真6

でここまでブルトｰザｰでけずりとった(葛生地区H鉱山)

全山石灰石鉱床のようにみえるカ童表土の厚さと形ほ?

可採鉱量はどれ位か?(葛生地区A鉱山)

果して�
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と思う次第である.したがってこのシリｰズではこ

の研究の対象である非金属鉱業の特性にはじまって項

を追ってのべるがしかしこれは地質調査所で実施して

きた研究結果の単なる紹介や編集にとどまらず今後の

問題についてまた起りうる期待感とでもいうべき種々

のテｰマを提供しなカミらわれわれ関係者カミ模索してい

る多方面にわたる可能性にまでおし進めてゆげればと

思っている次第である.

非金属鉱業の特性

非金属鉱業の対象とたるものは一般に工業原料鉱物

と称されるものであるカミこれらはいわゆる土石と呼ば

れるものカミ大部分できわめて多種にわたるカミ庄かに

は古くから鉱業法上の鉱物に規定されて金属鉱物と同

列にあづかわれている黒鉛石綿螢石石膏なども

ある.これらのうちいくらかのものを除いては海

外から輸入されることも少なくわが国の工業生産の伸

長に比例して需要ものびてきておりまたつぎつぎと新

しい利用面カ欄発されて台頭したものも多く生産の上

昇は著しいものがあった.

しかしこれらの工業原料鉱物は同じ地下資漁であ

り底がら鉱石や鉱床の概念が金属の鉱石や鉱床のそ

れとはかなりの相違があるため鉱業の形態もおのず

から異匁ったものとして発展してきた.

このように工業原料鉱物にはきわめて多種カミありま

た利用面も複雑多波にわたるが一般には価格の安いも

のが多くまた量的にも無尽蔵と誤って考えられていた

ものも多いがこれらを大別すると

1)珪酸塩鉱物…珪石珪砂珪藻土珪酸白土次ど

2)粘土質鉱物…耐火粘土カオリン蟻石陶石狂ど

13)炭酸塩鉱物…石灰石ドロマイト校ど

4)岩石類………かんらん岩蛇紋岩しんじゅ岩膨張頁岩

燐鉱石石材など

5)その他………黒鉛石膏石綿螢石放と

と在り化学工業用鉄鋼用土木建築用繊維工業用

などに広く利用されてきた.

しかしなカミら最近にいたって種皮の客観情勢の変化

写真7

写真8

1寧哀7

整然とした露天掘りである地表から粘土層まで

の礫層とその厚窓を二斧知したいの芯が(瀬戸品野

地湊1s鉱帥

写真黒

レベル蜘切擬掘は排水な〃棚難硝圭うごこ

でも地表から粕太煽巌一α)僚溺とその爆妻が予知

で蜜るといいの怒が(猿股蜘茎1測鉱…ユヨ)

写篤9

本節粘土層は地表からこの位の深削㌶}ても剃土して稼

行され義やはり地表からの各層とぞ剛箪凄の予知が望凄

れる(猿投地区S鉱山)�



』8一

カミ生じ従来の概念をいくらか修正せねばなら粗くなっ

てきた.これにはまず2つの大きな要因をあげること

が出来る.す荏わちその1つは昭和46年末以来2回

の円切上げによる国際競争力の変化で輸入価格の低下

はこの業界にもかなりの影響をおよぼしてきたことで

(昭和48年末からは円安傾向が続いているが)あとの

1つは防災地表の環境保全エコロジィｰなどに関

連して新しい時代を反映するいろいろの問題カミ生じこ

の結果も業界に大きな波紋を投げかけてきており今後

の業態についていろいろ考えさせられる点が多くまた

進むべき必然性もいろいろと話題になっている所である.

1968年にチェコスロバキアの首都プラハで開催された

第23回万国地質学会の折発表された論文のなかにフラン

ス語で発表されたつぎのものがあった.

S.Z.STOPA1趾｡1るgom虹esる1a61assi狙｡批ion

gるnるt如鵬desformatio皿h011i1-

1さreS.YO1亙I

このなかでS.Z.STo趾はEconomicog6o1ogieと

いう用語をはじめて使用している.フランス語では

かつて英語で使用されたEcOnOmicgeO1ogyなる語は

なく鉱山地質学はG601ogieminiさres鉱床学はGito･

logieあるいはGisemento1ogieと称されてきたのであ

写真10この厚い砂礫層の形態カ茎予知できれば稼行能率もこと准ってく

るのだカミ～木飾粘土の採掘場～(猿投地区S鉱山)

表1非金属鉱床を対象とした物理探査の実施状況
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鉱種

陶

黒

白

石灰

瑳

石灰

珪

石

瑳

黒

石

粘

瑳

黒

〃

〃

土

鉛

土

石

石

石

石

綿

石

鉛

膏

土

石

鉛

〃

柘榴石

砕石

石灰石

ドロマイト

石灰石

〃

粘

石灰

〃

灰

灰

脈

灰

〃

土

石

備考

㊧E:電気探査M:磁力探査S:地震探査

朝緯

満州

〃

太子天風竹ノ

原(岩手県下)

愛知県下

千野谷(富山県)

音調津(北海道)

千野谷(〃)

〃(〃)

高清水(〃)

別府(大分県)

岡山県下

岩手県下

岡山県下

岩手県下

北海道

宇久須(静岡県下)

音調津(北海道)

〃(〃)

島根県下

門司(福岡県)

板谷(山形県)

宇久須(静岡県)

音調津(北海遣)

天生(岐阜県)

岩手県下

北海遣

葛生(栃木県)

磐戸(群馬県)

三ノ輸(埼玉県)

勢多(北海道)

自諸(静鰯県)

八秤(脊森県)

勢多(北海道)

蔦坐(栃木県)

鳥形山(高知県)

勢多(北海遣)

溢関(島根県)

篇欺(棚木県)

侵吹(滋賀県)

瀬済晶野(愛釦県)

猿投(〃)

瀬戸品野('1)

猿投(〃)

C:地化学探査

るがEcOnomicOgる01ogieはまず経済地質学と訳すべ

きであろう.従来の鉱床学や鉱山地質学が量と質を中

心とした経済的要因を主とする静的たものとすれぱ前

述したようなあるいはまたその時々のもっと新しい

従来考えられなかった大き恋杜会的経済的条件や背景

といったものをふまえて流動的に地質や鉱床をとらえ

考究する新しい学問の体系化が行なわれてゆくのではあ

るまいか.

非金属鉱業における物理探査

わが国における非金属鉱業の物理探査は黒鉛にはじ�
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まったといえるカミ非金属鉱業のなかで一部の国際商

品価値カミ高くしかもわが国には資源的に恵まれない鉱

種のうち黒鉛石綿などにっいてかつて物理探査が

行政われた(表1).

黒鉛は電気探鉱が直接的な探鉱手段として効果を発振

する点では金属非金属を通じて代表的恋鉱種の1つ

として著名で国内国外を通じて多くの成果があげられ

ている.しかし資源的に劣勢で輸入価格の低下およ

び人造黒鉛の台頭などによって国内資源の価値も低下

し稼行鉱山もほとんどなく最近では物理探査も行な

われてい狂い.

また石綿や石膏などには間接探査的に用いられたも

ので前者は鉱床の賦存を予測可能と推察された優白岩

類を後者は鉱床周辺の変質帯を対象としたものである

がいずれも好結果が得られなかったようでその後は

ほとんど行なわれていない.柘榴石鉱床の探査を目的

として接触変質帯の分布を検討するのもこの例である.

一方その他の工業原料鉱物とくに一般に露天掘りま

たは大量採掘されるものなどについては従来より物理

探査に対する関心も薄かったようであるがそのおもな

原因はつぎの3点に要約することが出来よう.

1)比較的豊富に資源が埋蔵されていてかつ地表に露出して

いる部分を採掘対象とするものカミ多かったこと.

2)鉱石の価格か一般に安価であるため探鉱や採鉱とくに

探鉱に大きな出費は困難であったこと.

3)物理探査技術上母岩と鉱床の物理性を検討されたことが

少なくしたがってこれに関するデｰタが乏しかったこと.

しかるに近時工葉原料鉱物の生産量カミ著しく増大す

るにしたがって(例えば石灰石珪石珪砂砕石など)

開発上保安上の問題などから物理探査が注目されるよ

うになってきた.すなわち近代工業の内容の複雑高度

化とともに原料に対する注文規格などがきぴしいも

のと放ってきたこと稼行鉱山の生産量が増加の一途を

たどっているため残存鉱量の減少は著しいものカミあるこ

となどから将来の原料対策を考えるとき立地条件に

恵まれない地域にまだ未利用の資源が残されているとは

いうものの地表に露出している部分だけで恋く他の

資源同様に地下の調査の必要性が痛感されるにいたつた

が事実すでにいくらかの鉱山ではレベル以下の採掘

が行なわれており今後この傾向はさらに一段と強まる

であろう(写真8910).

これらの地表下の鉱床の状態を探査する方法としては

現在では主として地表の地質調査よりの推定と試錐に

よる判断カミ採用されている場合が多いがこれらのみで

は非金属鉱床の特性からみていくらかの難点があるとい

える(図1).したカミってこれらにより正確でよ

り経済的に安価でしかも迅遠に行在うために物理探

査を併用することが注目されるようになってきている.

さらに近時の露天掘り大量採掘に当っては採掘上

保安上あるいは地表周辺の防災上の間題からもこのこ

とカミいえるかまた地表の環鏡保全や一部のエコロジ

ィｰに関連することが間題になってきて調査開発にか

なりの制約が生じてきていることからもこのことカミい

える.

非金属鉱業にお1ナる物理探査の問題点

非金属鉱床に対する物理探査では前述した黒鉛石

写真11I.P.法測定装置を搭載した調査用ジｰブ

写真12ジｰプ内のI.P.法測定装置�
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ア

(チャｰ1〕

黒土�約O.5m

L都ロｰム�O.7山〉1㎜

鹿沼､上'ド部ロｰム�

ド山屑←ャｰト〕�O.?円1.5m>1mテラロッサ(玄フりソト)∵輝｢いク;篶泌鵬｣

紀

関東ロｰム層

(普通5山6m)

｣

上

図2石灰石鉱床上部の地質(葛生地区)

膏石綿鐙石などについて探鉱を目的として行たう場

合は金属鉱床と類似の取扱いが可能であり技術的に

も非金属鉱床について独白に解決をはかる'より共通の

問題として処理する方が得策でありまた技術の向上に

資する面も多いといえる.

ここで問題と在るのはすでにのべたその他の工業原

料鉱物についてである.これらの母岩と鉱床の物性の

検討およびデｰタの着実放蓄積を行なわねぱたらたいが

当面その適応性の確立を期待される問題点をあげればつ

ぎのよう狂ものがある.

1)表土の厚さとその形態の確認

石灰石ドロマイト珪石珪砂砕石をはじめ露

天掘りによって大規模に開発される鉱床は一般に表土

または風化表層などに被覆されている場合カミ多い.し

たカミって採掘に先立って剥土を行なわねぱならないが

このいわゆる｢表土｣の実態は極めて把握し難いもので

ある.石灰石･ドロプイト鉱床の場合は採鉱関係者

カミ熟知していることであるがこれはしぱしぱ意外に厚

く除去を必要とする土最カミ予想外に多くなるものであ

る串普通一般にはカルスト地形をなして所々に露姶

が分布しているグ)で土かぶ1^大したことカミたいと一思

いあるいは表土のカッティングを見た場合鉱体の規

模が非常に大きく切羽も高いため過少に評価することカミ

少次ぐない(写真1～3).しかし採鉱関係者がボｰリ

ングやビットを掘って推定した値よりずろと多い土量が

出る場合がある(図1).ボｰリングやピットの網目

があらければ地形(地表)にあらわれ狂い埋没したギ

リｰネを捕えられず土量カミ予想を上まわることもある

う(写真遮5).かつてある鉱山で試験的に行なわ

れたことであるが非常に細かい網目(たしか10～40エ五}

程度の間隔)でピットを掘って精確に土量を計算したと

ころ実際にはその3倍程度の除去量を生じたこ

とがあった.この原因としてはボｰリングや

ピットの網目以下の直径で比較的深いドリｰネ

などの地表面下の埋れた凹所があるほかに石灰

石･ドロマイト鉱体の表面の犬歯状の凸部や根

無しの鉱石を鉱体とあやまることにより推定値

が小さくなっていることなどが考えられる(写真

3図1).

ところで｢表土｣とは何ぞやという問題がある.

ここでは一応石灰石･ドロマイト鉱山で｢表土｣

といわれているものを明らかにしておく必要があ

る.地質学上の定義は地学辞典次とに一応規

定されているカミ普通一般には地表面を覆っている黒土

や岩石の風化などでできたと思われているいわゆる土し

ょうなどであるがこの分野で｢表土｣といわれている

ものはその他ロｰム鹿沼土在との土状堆積物に加え

て現世から第三紀層あるいはそれ以前の堆積物や輝緑

凝灰岩風化チャｰトなど露天採掘上除か狂けれぱな

ら狂いもので通常は物理的に除去可能な鉱体上部を覆

う岩質物(土状物を含む)全部である(図2写真5).

したがって石灰石･ドロマイト鉱山関係者と一般の地

質関係者とでは同じ言葉でも内容が大きく異存ってい

るから互に情報をかわす場合注意カミ肝要である.こ

こでいう｢表土｣は以上のべた石灰石･ドロマイト鉱

山で普通用いられている意睦で使用する.

わカ洞の一般の地質関係者は普通地質調査を行なう

ときは表土を除いたその下の地層を調査対象とするよ

うに習慣ずけられており表土は無視しまた岩石の風

化や軟質化にも関心を示さたいのが普通一般の傾向であ

る｡しかし｢表土｣は石灰石･ドロマイト鉱床の経

済性に重要な意味をもっているのである.｢表土｣が

予想より厚いと出鉱計画に支障をきたしセメントの生

産が不能になったりあまりに厚いと蜘生費カミかさんで

採算上採掘出来なく校ることもある.｢表土｣の厚さ

のみ狂らずこれを含めたその他の種々の問題によって

地質学的には大き泳石灰石1ドロ㌢イド鉱床にみえても

実際ばは採算的にあるいは採鉱ないし工業技術的に採掘

不能または不適とみ匁ければならない部分が生じ可採

鉱量は小さくしぱしぱ著しく小さくなることがある

(写真6).

われわれはこの表土の厚さと形態の把握に関する調

査法の開発確立をまず第1の目的としてこの研究に着

手したのであるがその対象は石灰石･ドロマイト鉱床

から堆積性の粘土･珪砂鉱床さらにはその他の露天�
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掘りまたは大量採掘を行なうものへと拡大してきている

のである(写真7～10).

2)鉱体中の空洞の存否とその内容物の探査

石灰石に例をとれば石灰石鉱床地帯には一般に大小

種々の石灰洞(あるいは鐘乳洞:Limestonecave)カミあ

る.そしてこれらの石灰洞には表土に連ねっている

ものとそうでないものとさらにまた内容物によって

充填されているものと空洞である場合などがある(写真

4図3).これらのうち重要なものは表土に連な

っている場合とそうでない場合でも充填物がある場合

でこれらを予知することはきわめて重要狂ことなので

ある.採掘に当って予期しなかった石灰洞に逢着し

てその充填物がグロｰリｰホｰルに流出し災害を起し

た実例カミある.また小規模荏割れ目と判断して軽視し

ていた所これカミ｢表土｣まで連続していて表土や泥

水が絶え間なく浸入して被害を受けた実例もある.こ

れらの問題はとくに石灰石の場合その特性によって

生ずる特殊な地形的要因カミとくに注目を浴びるのである

がその他のものでもこれに類似する問題が多く同じ

基盤に立ってこの空洞の存否とその構造および内容物を

予知することは鉱体の採掘上および保安上のみ虹らず

その他の要因による防災地表近傍の環境保全の立場か

らもきわめて重要なことである.

3)鉱床の形態と賦存状態の把握

非金属鉱床には蟻石や陶石などの熱水性の鉱床と

石灰石･ドロマイトや耐火粘土珪砂だとの堆積性の鉱

床とカミある.これらの形態と賦存状態は必ずしも整

然としたものではなく一般には不規則な形態をなすも

のが多い.開発上この賦存状態を予知することはもち

ろん重要なことであるカミこれが地下の構造や断層によ

って切断された先の地質状態を知るためなどの構造地質

学的夜間題やさらに土木地質学的白然環境学的狂諾

問題に対し多くの新しいデｰタを提供しこれらの可

能性をさらに高めることにもなっているのである.事

実従来行なわれたことのなかった石灰石･ドロマイト

鉱床の下部構造探査のための地震探査も行狂ってこの

分野での新しいデｰタを得たしまたこの結果下部構造

予知のある程度の目安を得ている次第である.

�電流電恢(藩7ヘミジ土･1』'1'''''1�
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図3表土と粘土脈に電流を流した場合の地下における電流分布の模式図

採掘することは困難枚ので場合によっては稼行価値を

失う場合もある.したがって爽みの有無の予知は開

発に当ってその経済的価値を判断するうえにまた直

接採鉱計画の基礎資料をうるためにもきわめて注目

される問題である.

大量採掘する場合はもちろん欠きた鉱体が対象となる

のでその品位分布は単純でなくかなりのむらがある

ものである.このうちとくに露出していない部分の

品位分布の予知は従来は試錐のコアによる以外に方法

力茎なかったので正確にそれを知ることはかなり困難

なことであった.この品位分布カミその物性によって

予知出来るかどうかの問題もまたつぎの重要なテｰマで

ある.もしこの問題カ可能となれば大量採掘する場

合には欠きた利点と狂るがこれカミさらに爽みの有無と

ともに物性による内部の地質状態の解明へと発展して行

くことになればその効果はさらに大きなものとなろう.

以上に露天掘りまたは大量採掘される場合に当面する

代表的な問題についてのべたがこれらカミその重要性か

らみて合理的な開発を行なうためにもまた保安上か

らも物理探査技術を早急に確立する必要がある.その

ためには鉱床および被覆部を含めた環境の物理的性質

を地表のみ決らず坑井内あるいは室内での調査研究に

よって広く資料を収集し一方調査方法や測定技術につ

いても従来用いられている以外のものをも導入する

可静性が検討されたければならないと考える次第である.

4)鉱床中の來みの有無と品位分布の予知

鉱床中の爽みの有無は大量採掘を行政う場合には

たいへん重要な問題である.その大きさによっては

鉱床の経済的価値を左右することになり露出部分が良

質かつ均質であっても鉱床中に來みがあると選別して

実施した調査研究の概要

前述したように昭和38年度より開始した石灰石･

ドロマイト鉱床を対象とする物理探査の適応性の研究は

7ヵ年間継続した.そしてこの間｢表土｣の問題か

ら出発して地表およびその近傍の諾問題に及んで行っ�
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たカミさらに石灰石･ドロマイト鉱床上に堆積する礫層

および砂層の厚さと形態の把握へと発展して行った.

そしてこの結果同様の問題をもつ堆積性の粘土･珪砂

鉱床の剥土対象物である砂礫層を注目することになり

昭相46年度よりあらたに3ヵ年計画を策定してこれら

を対象とする物理探査の適応性の研究を推進した.こ

の間最近注目されてきているI.P.法(誘導分極法)の

適麻性の研究にも着手してきたことは前述したがさら

に昭和49年度からは熱水性粘土鉱床についてもその変

質帯を主として対象とする研究を実施して行くことにし

ている.これらの調査研究の詳細についてはこのシ

リｰズのその2において詳しく述べるのでここではこ

の間に実施した調査研究の概略だけの紹介にとどめる.

1.福灰褐･ドロマイト鉱床への物理探査の適応性の研

究(昭和38～44年度)

1)昭和38年度栃木県葛生地区

調査期間:第1回一昭和38年5月21目～25目(5同間)

担当者および関係者:小林創柴藤喜平田村芳雄

高橋博山固正春

調査期間:第2回一昭和38年9月7目～17目(11日間)

担当者および関係者:小林創柴藤喜平田中信一

山田正春井上秀雄高橋博

対象と方式:｢表土｣の電気探査(比抵抗法)

調査器械と方法:地質調査所型電気探鉱機(タカヤ電

気製)

電気検層(2極式AM=1m0.5m)

水平探査(a=2m4m)

垂直探査(a=1～60m)

鉱床状況:鉱床一石灰石

｢表土｣一表土ロｰムチャｰトなど

(図2)

成果の発表:小林創ほかA葛生地区国内鉄鋼原料

調査第2集317-3211963

高橋博石灰石鉱床調査への物理探査の適

用石膏石灰No.858-221966

2)昭和39年度群馬県磐戸地区

調査期間:昭和40年3月4目～15目(12日間)

担当者および関係者:小林創室住正義山田正春

柴藤喜平河田茂磨

対象と方式:｢表土｣と古生層の各岩層

電気探査(比抵抗法)

調査器械と方法:器械は昭和38年度と同じ

垂直探査

水平探査(a=102040m)

鉱床状況:鉱床一低燐石灰石

｢表土｣一表土変質輝緑凝灰岩

成果の発表:小林創室住正義山田正春

B磐戸鉱山国内鉄鋼原料調査策3集

㈷㈭㈷���

3)昭和40年度埼玉県三ノ輪地区

調査期間:昭和40年9月19目～10月5日(17日間)

担当者および関係者:平沢清伊藤公介柴藤喜平

山田正春高橋博河田茂磨

対象と方式:石灰石鉱床の下部延長とその構造

地震探査

調査器械と方法:E･T･LM-3型24成分地震探鉱器

一式

3側線屈折法第1側線のみ反射法を併用

受振器一屈折法…H･S4.5キ単独設置

反射法…N･E･C27キのもの9個群

設置

受振点間隔一地表の側線は20m(一部10m)

各測線上に3個所の爆発点を設置(爆

発孔は1～5mの手掘り)

坑内の側線は10m(一部5m)側線

上に3個の爆発点設置(爆発孔はさ

く岩機により深さ約1皿掘さく)

鉱床状況:鉱床一セメント用石灰石

｢表土｣と古生層の輝緑凝灰岩

その他本地区周辺の古生層各岩についても超音波速

度測定装置によるP波速度の測定比重測定を行校っ

た.

成果の発表:平沢清伊藤公介柴藤喜平山岡正春

A三ノ輸鉱山国内鉄鋼原料調査第4集

������

4)昭和41年度静岡県白岩･岩水地区

調査期間:昭和41年9月2目～18日(17日間)

担当者および関係者:武屠由之柴藤喜平山岡正春

高橋博遠山信彦

対象と方式:｢表土｣と古生層の各岩層

電気探査(比抵抗法)

調査器械と方法:昭和38年度に同じ

垂直探査(a=1～60m)

鉱床状況:鉱床一セメント用石灰石

｢表土｣(表土砂礫層)と古生層の輝緑

凝灰岩�



一13一

成果の発表:武居由之柴藤喜平A白岩･岩水地区国

内鉄鋼原料調査第5葉135-1371966

5)昭和42年度青森県八戸地区

調査期間:昭和42年7月7目～8月2日(27同間)

担当者および関係者:武居由之柴藤喜平山田正春

対象と方式:｢表土｣と古生層の各岩層

電気探査(比抵抗法)

調査器械と方法:昭和38年度に同じ

垂直探査(a=1～60m最大100皿)

鉱床状況:鉱床一セメント用石灰石

｢表土｣一表土砂礫層ロｰム

古生層一粘板岩チャｰト輝緑凝灰岩

成果の発表:武居由之E八戸地区(A)国内鉄鋼原料

調査第6集104-1071967

6)昭和43年度青森県八戸地区

調査期間:昭相43年10月～11月

担当者および関係者:柴藤喜平高橋博山田正春

対象と方式:｢表土｣

電気探査(比抵抗法)

調査器械と方法:昭和38年度に同じ

垂直探査

鉱床状況:5)に同じ

成果の発表:柴藤喜平F八戸地区(B)国内鉄鋼原料

調査第6集107-1111967

7)昭和44年度栃木県葛生地区

調査期間:昭和44年8月～9月

担当者および関係者:柴藤喜平室住正義武居由之

高橋博山田正春

対象と方式:石灰石鉱床中のケｰブの有無とその内

容物(主として粘土状物質)

電気探査

調査器械と方法:住鉱型直流電気探鉱器

流電電位法

鉱床状況:1)に同じ

成果の発表:柴藤喜平物理探鉱協会で講演1970年

4月28目

柴藤喜平流電電位法による石灰石鉱床中

の粘土脈の探査石灰石No.125

㈵�㈵��　

柴藤喜平1970年度石灰石協会大会で講演

2.堆積性粘土･珪砂鉱床への物理探査の適

応性の研究(昭和46～48年虞)

1)昭和46年度愛知県瀬戸晶野猿投地区

調査期間:昭和46年9月13日～28目(15日間)

担当者および関係者1武屠由之大塚寅雄林武志

松永征二

対象と方式:｢表土｣一表土砂礫層

電気探査

調査器械と方法:E･S･G1型

比抵抗法

鉱床状況:第三紀鮮新～更新世の堆積性粘土珪砂鉱

床｢表土｣一表土砂礫層基盤一花闇岩

成果の発表:未発表

2)昭和47年度愛知県瀬戸品野猿投地区

調査期間:昭和47年11月27目～12月8目(12日間)

担当者および関係者:武居由之高木慎一郎林武志

松永征二

対象と方式:粘土珪砂鉱床

I.P.法(誘導分極法)

調査器械と方法:米国GeOscience社製I.P.測定装

置一式

I.P.法

鉱床状況:1)に同じ

成果の発表:未発表

3)昭和48年度愛知県瀬戸品野猿投地区

調査期間:昭和49年2月12目～20目(9日間)

担当者および関係者:武屠由之高木慎一郎山岡正

春中井順二林武志

対象と方式:2)に同じ

調査器械と方法:2)に同じ

鉱床状況:2)に同じ

成果の発表:未発表

以上にこのシリｰズの｢その1｣として｢おいたちと

そのあゆみ｣についてのべた.｢その2｣では前述し

たように以上にのべた適応性の研究の個々の内容につ

1いてくわしくのべる予定であるが｢その3｣ではこれ

らが地質学的諸問題からさらには近時間題に狂ってい

る防災地表の環境保全やエコロジィｰなどとのかか

わりあいについてどんな問題カミあるかまたそのため

にどんな役割を乗せそうかなどなど実例をおりま琶て

のべてゆくつもりであるカミさらには将来の問題として

起りうるであろうことについても斬新柱タッチで筆を

進めてゆきたいと考えている次第である.

(筆者らは鉱床部･物理探査部･国立防災センタｰ)�


